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巨大掲示板の書き込みの示す統計法則と確率モデル1

:1t里大学理学部 守真太部 2

巨大揚示板 12ちゃんねる」における書き込み率の統計法期と確率モデルについて報告するむス

レッドが生成後のそのスレッドがj言するスレッド群への総書き込み回数を時間変数tとしたとき、

スレッドへの書き込み率の分散が超拡散的な tのべき乗則に従うこと。スレッドへの書き込み率

五が書き込まれた順番i(スレッド群の頗番に対応する)に対し、パレート期に従うことが分った。

一方、スレッドの書き込み回数の分布はべき乗員三に法従わない。これらの統計法員三は、スレッド

が有限の寿命を持ち、有援の記壇(過去の数千ステップでの書き込み回数に比例して書き込みが行

われる)を持った Yule過程を示唆している。

1 巨大掲示板の書き込み

この研究は競馬での投票 [lJ、つまりレースに出走するどの馬に投票するのか、がどのような薙

率ルールで記述できるのか、という点、を理解するために、その比較対象として「スレッド群のう

ちどのスレッドに書き込みが行われるのか」の解析を行ったものです。東北大の服部先生らがアマ

ゾンの書籍のランキングやりちゃんねる (2ch.net)Jでのスレッドの顕位の時間変{とがどのよう

な薙率過程として行わるのかという研究も参考になりました [2，3Joそこでは、 1stocastic ranking 

processJという確率過程で記述できることが示されています。ランキングけこ対する書き込み率

や書籍の販売率五はパレート見守に従うと仮定します口

l¥T 
fi = α(7)i/0 

ここで、 Nは書籍やスレッドの総数、 αヲbは定数で、持;こ bが小さい (1以下)ならベストセラーに販

売が集中する状況、 bが大きいなら、すべての本がまんべんなく売れる状況を意味していますc ま

た、売れた本や書き込まれたスレッドはランキングやスレッドの順位が 1番になるという 1Move-

to-front規民むを仮定し、 JI員位の時間変化を議密に計算していますむ結果をアマゾンや 2ch.netの

データ(ランキングの時間変化)とフィットするこにより、指数bはほぼbrv 0.6と推定しています。

結論として「アマゾン誌ロング、テール依存型ではなくベストセラー依存型」と述べていますむ

2ch.netのデータを用いてスレッドのランキングと書き込み率を調べたものが図 1ですむスレッ

ド群ごとに指数bの植法異なりますが、ベストセラー依存型を示す 1以下の値を持つことが分り

ますc

1この原槙は、経済物理 2009のポスターセッションで発表した内容である。

2E-mail: mori@sci.kitasato-u.ac.jp 
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図 1:5つのスレッド群に対し、

する詳細は文献 [4Pを参照。
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ランキングと平均書き込み率を両対数プロットした。 データに関

こうしたべき乗則を生むメカニズムとして Yule過程のような IRich-get-richerJ射を考えること

がよくあります。何かの事象が起きる確率がそれまでに起きた回数に比例することを板定するもの

です。また、こうしたモデルでは、事象が起こるか起こらないかが強い杷関を持ち、 superdiffusi切

な振る舞いを示すことも知られています。実際、スレッドの書き込み率の分散がスレッドの誕生

後の全スレッドへの書き込み回数tに対する依存性を謂べたところ、分散は多くのスレッド群でべ

き乗員11にしたがうことが分りました問。一方、スレッドの書き込み数などはべき乗則を示さない

ことも分りました。以上の書き込みの統計-法買11を再現する薙率モデルとして、有認の記s慢と右限

の寿命を持つ Yule過程が考えられますc
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